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説明資料 

 

研究拠点形成事業 －Ａ．先端拠点形成型－ 

大型動物研究を軸とする 
熱帯生物多様性保全研究 
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マレートラ 

オランウータン 

アジアゾウ 

先端性･必要性 

大型動物の保全には 
長期継続研究 

現地研究者育成 
生息地型動物観察施設 

が不可欠 
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マレーシア 
ブラジル 
インド 

熱帯林: 
生物多様性の 
ホットスポット 

多様性保全が 
国際的急務 

特に大型動物 
（アンブレラ種） 

森林開発 
気候変動 

 
 

急速な経済発展 
 
  

アマゾンカワイルカ 

絶滅危惧種 
アンブレラ種 

フラッグシップ種 

絶滅危惧種 
アンブレラ種 

フラッグシップ種 



京都大学 野生動物研究センター 

 

• ゾウ、キリン、オオカミ、イルカ類、猛禽類、アザ
ラシ、カワウソ、ヤマアラシ、ジャコウネコなど、世
界各地で多様な野生動物研究。 

 

• 動物園・水族館と連携（京都市動物園、名古屋
港水族館など８園館）。 

   ＝＞飼育・展示専門家の参加・協力 
 

• 日本唯一の野生動物保全に関する共同利用・共
同研究拠点「絶滅の危機に瀕する野生動物（大
型哺乳類等）の保全に関する研究拠点」＝＞全
国の研究者・専門家の参加・協力 

• COP10国際シンポジウム：生物多様性と動物園・
水族館（２０１０年、名古屋）。 

  ＝＞未来型動物園・水族館、熱帯諸国間の連携 
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霊長類研究所（協力機関） 

 
• 世界各地でチンパンジー・

オランウータンを初めとす
る多様な霊長類研究 

 
• 霊長類研究の共同利用・

共同研究拠点 
 

• 若手研究者インターナショ
ナル・トレーニング・プログ
ラム（ITP）。 

  海外の若手研究者トレーニ
ングにも実績。 

 

• 国際共同先端研究センタ
ー 
 

日本側拠点機関・協力機関 3/9 

生息地型動物園・水族館 熱帯諸国間の連携 



マレーシア   
マレーシア・サバ大学 
熱帯生物学保全研究所 

マレーシア科学大学、サバ財団、プラウバ
ンディング財団、オランウータン島財団 

インド 
インド科学大学 

生態科学センター 

ブラジル 
国立アマゾン研究所 

対等な関係による 
共同研究と研究者交流 

霊長類学の蓄積  
先端研究技術  

共同利用・共同研究拠点  
動物園・水族館との連携 

自然生息地に直結した 
動物観察施設整備  

大型動物（アンブレラ種）の研究 
日本での研修とセミナー 

国際ワークショップ 

日本 
京都大学 

野生動物研究センター 
霊長類研究所 

＝＞ 国際生物多様性保全センター、熱帯生物多様性保全プラットホームへ 

英語で学位取得可 
（グローバル30）  大型動物研究の拠点 

アマゾンカワイルカ 

オランウータン マレーバク 

トラ 
アジアゾウ 

熱帯生物多様性保全に関する研究教育国際協力ネットワーク 

実
施
体
制 
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自然生息地に直結した動物観察施設： 
オランウータン野生復帰事業（マレーシア） 

マレー半島、湖の小島 
要請により、3個体を放して、行動・生態調査中 

より大きな島を利用する予定 

航空券は京都大学側が負担、滞在費は先方が負担 
 

研究・教育・エコツーリズム 
先住民福祉にも有用 

ベラム・テメンゴール森林 
マレー半島最古の森 

生物多様性ホットスポット  

自然環境に適応させ、適応の程度を確認する必要 

EMKEYグループ（収益の１割を社会還元）、サバ財団など、地元企業・財団の協力 
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• 多様性保全： 野生復帰事業に不可欠 

• 動物福祉： 本来の生息環境に限りなく近い 

• 研究・教育： 本来の姿や振る舞いを身近で観察できる 

• 地域経済： エコツーリズムに貢献 

• 環境保全： 森林伐採から観光・教育・保全産業へ 

• 住民福祉： 伝統的知識・能力を活用できる新たな職場 

環境の要・シンボルとなる
大型動物の研究 
現地専門家育成 

理想の動物園・水族館 
：自然生息地に直結した動物観察施設 

多様性保全・環境保全の 
拠点・実践モデル 
専門家の職場 

熱帯生物多様性保全に関する国際研究協力ネットワーク 6/9 



ブラジル インド 

 アマゾン水族館 

フィールド博物館 
マナティーなど水生哺乳類を初めとする

大型動物の研究と教育、野生復帰、
エコツーリズムのための施設。 

ペトロブラス、アリアウリゾート、エコパー
ク等、地元企業の協力 

 

 アジアゾウ施設 

フィールド博物館 
アジアゾウなどの研究と教育、野生復帰

、エコツーリズムのための施設。 

ニルギリ・バイオスフェア・リザーブ、 

インド科学技術省、環境森林省の協力 
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日本 
先端研究技術を持つ 
専門家、大学院生 

動物園・水族館専門家 

インド 
ゾウ、トラの専門家  ブラジル 

水生哺乳類の専門家 

マレーシア   
エコツーリズム・保護区運営の経験 

相互補完的共同研究 
日本での研修・セミナー 

国際ワークショップ 

熱帯生物多様性保全に関する 
研究と若手専門家育成のための 

国際協力ネットワーク 
自然生息地型動物園水族館 

実施方法 8/9 



日本 
京都大学 

野生動物研究センター 
世界熱帯域のハブ 

国際生物多様性保全センター 

インド 
インド科学大学 
南アジアのハブ 
アジアゾウ施設 

ブラジル 
国立アマゾン研究所 

中南米のハブ 
水生哺乳類施設 
アマゾン水族館？ 

マレーシア   
マレーシアサバ大学 
東南アジアのハブ 
オランウータン施設 

終了時の構想： 
４国に熱帯生物多様性保全研究に関する機能的ハブ構築 

多様性保全・研究・教育拠点としての生息地型動物観察施設 

熱帯生物多様性保全
に関する 

研究教育の国際協力
ネットワーク 

アフリカ、インドネシア,
温帯・寒帯に拡大 
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マレー半島  

      マレーシア科学大学（協力） 

  ぺナン市にある23学部を持つ総合国
立大学。学生数約21000人。 

  生態学で高い評価 。 

２０１１年２月にMoU締結。 
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ボルネオ島 

         プラウバンディング財団（協力

） 

  マレー半島最古の森、ベラム・テメン
ゴール森林の保全・研究・持続利用の
ために設立。熱帯雨林研究センターを
持つ。ＥＭＫＡＹグループ 

２０１０年８月にMoU締結。     オランウータン島財団（協力） 
  保護されたオランウータンの野生復帰

のために設立。ＥＭＫＡＹグループ 

２０１０年８月にMoU締結。 

  マレーシア・サバ大学（拠点）  

  コタキナバル市にあるサバ州随一の
国立大学。熱帯生物学保全研究所を
持つ。生態学で高い評価 。 

２０１０年１月にMoU締結。 
 

コーディネーター：アブドゥル・ハミド 

熱帯生物学保全研究所長／准教授 

スマトラサイなどの保全研究で高い評価 

サバ財団（協力） 

  サバ州熱帯林の保全・研究・持続的
利用のために、州法により設立 

３つの自然保護区を管理・運営 
２０１１年６月にMoU締結。 

 

マレーシア拠点機関・協力機関 
 

参考資料１ 

コーディネーター 

アブドゥル・ハミド 
所長／准教授 

スマトラサイなどの研究保全 
 

オランウータン、シベット、ヤマアラシ、カワウソ 
テングザルなどに関する共同研究中。 
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 国立アマゾン研究所 
マナウス市にある 

５０年以上の歴史をもつ国立研究所。 

研究者２３０名。大学院生約５００名。 

アマゾン研究、特に生物学で高い評価。 

２０１２年３月にMoU締結予定。 
 

ブラジル拠点機関 インド拠点機関 

 インド科学大学 
バンガロール市にある 

インド屈指の理系大学院大学。 

２０００名以上の研究者。 

生態学で評価の高い生態科学センターと 

２０１２年６月にMoU締結予定。 
 

コーディネーター 
ラマン・スクマール 
教授／センター長 

 

コーディネーター 
ヴェラ・ダシルバ 

教授 
 

アマゾンカワイルカ、
マナティーなど、水生
哺乳類の専門家。 
カワイルカなどの共
同研究中 
 

アジアゾウ研究の 
世界的権威。 
国際コスモス賞など
を受賞。アジアゾウ、
ドールの共同研究中 

参考資料２ 
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スマトラサイなどの保全、サ
バ州保護区保全に対する助
成金獲得済み。 
半島での全調査、昨年６月の
ボルネオでの国際ワーク
ショップは「パターン２」方式。 

マナティー、アマゾンカワイル
カなど水生哺乳類保全に対す
る助成金獲得済み。若手国際
交流に対する助成金申請予
定。今年１０月に「パターン２」
で国際ワークショップを予定。 

アジアゾウ研究保全、ニ
ルギリ保護区保全に対す
る助成金獲得済み。 
 

  相手国側マッチングファンド獲得状況・獲得見込み 
マレーシア ブラジル インド 

マレーシアサバ大学 
熱帯生物学保全研究所 
所長からのサポートレター 

国立アマゾン研究所 
所長からのサポートレター 

インド科学大学 
生態科学センター長 
からのサポートレター 

参考資料３ 



研究交流計画：大型動物研究を軸とする熱帯生物多様性保全研究   

H.24 H.25 H.26 H.27 H.28 

マレーシア 
    

 

 

ブラジル 
 

インド 

日本 

ゾウ・トラ・マレーバク等の生態・保全研究 （半島） 

相手国若手研究者の研修・共同研究 

オランウータン、ジャコウネコ、カワウソ等の生態・保全研究 （ボルネオ） 

アマゾンカワイルカ、コビトイルカ、マナティー等の行動・生態・保全研究 

アジアゾウ、ドール等の行動・生態・保全研究 

大学院教育に相手国での野外研究・研修を導入・京大での学位取得サポート 

国際WS 
マナウス 

学術セミナー（京都と犬山で交互に開催）  

国際WS 
バンガロール 

国際WS 
ペナン 

国際WS 
コタキナバル 

国際WS 
京都 

専門家育成 

野生動物研究に関する
国際協力ネットワーク 

自国での共同研究と 
日本での研修・共同研究 
 

相手国側 
大学院生 

若手研究者 
 

日本側 
大学院生 
若手研究者 

 
相手国での共同研究と 

野外実践経験 

理想の動物園・水族館 

参考資料４ 



京都大学 野生動物研究センター 

 

• 日本唯一の野生動物保全に関する
全国共同利用・共同研究拠点 

 

• 国内外に研究拠点（屋久島、幸島な
ど４カ所、アフリカ：７、アジア：１） 

 

• 動物園・水族館と連携（京都市動物
園、名古屋港水族館など８園館） 

 

  ＝＞研修、共同研究の場 
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京都大学 霊長類研究所 

 
• 霊長類研究に関する 
  全国共同利用・共同研究拠点 
 
• アジアの若手研究者トレーニングに実

績（２０１０年：３０名）  

    霊長類学は日本発の学問 
    ＝＞日本に学ぶニーズが高い  
 

• 国際共同先端研究センター 

   国際化支援（外国人教員、英語事務） 
 

   
グローバル30 ：国際霊長類学・野生動物コース（英語で学位取得可能）   

日本側機関の支援体制と将来構想 

熱帯生物多様性保全
に関する国際研究協

力ネットワーク 

アフリカ、インドネシア
温帯・寒帯に拡大 

若手研究者育成の
ためのネットワーク 

＝＞ 国際生物多様性保全センター、熱帯生物多様性保全プラットホームへ 

参考資料５ 
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